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要旨 

ソフトウェアは未だ人が作るため、コミュニケーションが

重要であると言われている。以前から様々なソフトウェア

プロセスの中でコミュニケーションについて経験知がまと

められてきた(例：ピアレビュー等)。一方人文科学系では

コミュニケーションについて様々な取り組みが定式化しつ

つあるが、その成果を整理して、ソフトウェアエンジニアリ

ングの中で十分活かせているとは言い難い。 

そこで本発表では、技術者向けのコミュニケーション

技術として、特に近年注目されている、ファシリテート(フ

ァシリテーション)、ティーチング、コーチング、カウンセリ

ングの 4 つの方法に着目し整理する。その上でソフトウェ

アエンジニアリングに活用している社内事例を紹介する。

なおそれぞれのソフトウェアエンジニアリング技術は、コミ

ュニケーション以外の側面の方が大きいと思われるが、

本報告ではコミュニケーションという切り口で取り扱う。ま

た、「技術」という言葉を本報告では、「物事をたくみに行

うわざ(広辞苑)」という定義で用いる。 

 

1． 4 つの代表的なコミュニケーション技術 

図 1 及び図 2 に上述した代表的な 4 つのコミュニケー

ション技術について整理した。 

ファシリテート(ファシリテーション)技術とは、話し合う方

法である。一般的には会議の方法を指す場合が多く、集

団にむけて実施する[1][2]。 

ティーチング技術とは、教え伝える方法であり、一般的

な企業内研修や個人指導などが含まれる。最近のインス

トラクショナルデザイン、アクティブラーニング、e ラーニン

グなどが含まれる[3][4]。 

コーチング技術とは、本人に気づかせる方法であり、

集団向けに行う場合もあるが、ビジネスコーチングでは 1

対 1 の面談方式で行われる場合が多い[5][6][7]。 

カウンセリング技術とは、癒やす方法である。ビジネス

の場では、治療というよりも、お互いにお互いの存在を認

め合うことによって、組織や個人の活性化する方法として

提案されている[8][9][10]。 

図 1 コミュニケーション技術 代表例 

図 2 コミュニケーション技術 概要 

 

2． ソフトウェアエンジニアリングにおける活用事例 

ここでは、図 3 にあるようなソフトウェアエンジニアリング

場面での活用事例を紹介する。 

アジャイルでは、アジャイルコーチング[11]を参考に、

ビジネスコーチングの要素を加味してコーチング技術の

基礎的な内容をスクラムマスター向けに教育し、朝会等

の運営の改善に活かしてもらった。 
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図 3 ソフトウェアエンジニアリングにおける活用事例 

ピアレビューでは、ファシリテーション技術を応用して

レビュー会議プロセスを改善し、ティーチング技術を活用

してロールプレイングでそのプロセスを教育した[12]。 

なぜなぜプロセスでは、「責められる」という組織課題

に対して、従来のなぜなぜプロセスを参考に[13]、図 4 の

ようにファシリテーション技術を活用した司会の役割を定

義し、管理職から担当まで、職場ぐるみで教育した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 なぜなぜプロセスでの活用 

その他、リーダー研修への応用実践事例[14]があり、

またリスク管理などへの応用も検討している。 

 

3． まとめ 

ファシリテーションやコーチングなどコミュニケーション

技術として代表的なものを整理し、活用事例を紹介した。

ソフトウェアは人間が作っているので、ソフトウェア設計開

発技術そのもの以外にも、現場を助けるヒントはあるはず

だ。適用事例も出てきている[15][16]。定式化が進んで

いる「コミュニケーション技術」を上手に活用して、ソフトウ

ェア技術者が十分力を発揮できるようにしていきたい。 
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